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山
　
岳
　
部

　

一
旦
社
会
に
出
て
か
ら
学
び
直
す
な
ど
、
多
様
な

進
路
を
た
ど
る
人
が
増
え
て
い
る
。
と
同
時
に
、
従

来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
長
期
的
な
視
野
で
進

路
選
択
す
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
少
子

化
の
影
響
で
大
学
は
全
入
時
代
に
突
入
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
就
職
難
や
厳
選
採
用
の
流
れ
に
よ
っ

て
、
大
学
卒
業
後
の
道
は
平
坦
で
は
な
い
。
本
校
生

も
「
ど
う
い
う
生
き
方
を
し
て
い
く
の
か
」
が
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
問
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
本
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
実
績
な
ど
を
、

進
路
的
な
側
面
か
ら
報
告
致
し
ま
す
。

（
環
境
の
変
化
と
本
校
の
対
応
・
年
度
別
）

○
二　

完
全
週
五
日
制
に
伴
い
、
土
曜
補
講
開
始
（
授

業
時
数
減
を
補
う
）

新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施
（
予
習
・
授
業
・

復
習
の
大
切
さ
を
知
る
）

大
学
模
擬
講
義
（
二
年
対
象
）
実
施

○
三　

新
教
育
課
程
生
入
学
（
中
学
の
学
習
内
容
の

三
割
が
削
減
さ
れ
、
高
校
へ
移
行
）

新
入
生
宿
泊
研
修
実
施

Ｓ
（
選
抜
）
ク
ラ
ス
発
足

職
業
講
話
（
一
年
対
象
）
実
施

学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
実
施

○
四　

多
く
の
国
立
大
が
五
教
科
七
科
目
実
施

国
立
大
学
独
立
行
政
法
人
化

全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

全
学
年
七
ク
ラ
ス
と
な
る

○
六　

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
実
施

　

さ
て
、
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
は
、
昨
年
一
五
六

名
（
八
ク
ラ
ス
と
し
て
の
最
高
値
）
を
実
数
で
上
回

る
一
六
九
名
（
七
ク
ラ
ス
）、
合
格
率
五
九
・
五
％
。

特
に
、
旧
帝
大
の
合
格
率
も
六
〇
％
（
東
大
一
名
、

京
大
四
名
）
と
好
調
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
の
布
石

が
功
を
奏
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
生
徒
一
人

一
人
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
り
抜
い
た

こ
と
と
、
学
年
主
任
、
担
任
を
は
じ
め
と
す
る
学
年

部
が
「
受
験
は
団
体
戦
で
あ
る
」
と
い
う
体
制
作
り

を
意
識
し
、
生
徒
に
も
そ
れ
が
よ
く
伝
わ
っ
た
た
め

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
個
が
活
か
さ
れ
て
い
た

と
も
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
を
何
度
も
積
み
、
ど
ん
な

局
面
で
も
く
じ
け
な
い
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
そ
し
て
、
自
分
の
能
力
が

最
大
限
発
揮
で
き
る
進
路
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
邁
進
し
続
け
て
ほ
し
い
。

最
近
の
進
路
状
況

 
進
路
課
長
　
土
井
　
正
純

　

今
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
、
多
く
の
部
が
活

躍
し
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
５
月
末
の
県
大

会
で
見
事
に
三
年
連
続
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
た
山
岳
部
で
あ
る
。
二
位
の
富
士
宮
西
高

に
合
計
得
点
で
並
ば
れ
る
も
、
審
査
項
目
「
体
力
点
」

で
上
回
り
優
勝
を
決
め
た
点
に
、
去
年
ま
で
の
経
験

と
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
卓
球
部
個
人
戦
で
も
、
26
Ｈ
Ｒ
磯
部
文
昭
君

が
並
い
る
強
豪
を
次
々
と
倒
し
、
県
大
会
ベ
ス
ト
４

の
成
績
を
収
め
、
全
国
大
会
出
場
を
得
た
。
本
人
の

努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
壮
行
会
で
彼
自
身
が
語
っ

た
よ
う
に
、
共
に
高
め
あ
い
励
ま
し
あ
う
部
の
仲
間

あ
っ
て
の
快
挙
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
全
国
大
会
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

水
球
部
が
県
大
会
二
位
と
な
り
創
部
以
来
初
の
東
海

大
会
出
場
を
果
た
し
た
。

　

県
大
会
に
進
出
し
た
部
は
、
陸
上
（
８
種
目
）、
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
男
子
バ
レ
ー
、
女
子
バ
レ
ー
、
男

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
個
人
）、女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
団

体
）、
男
女
テ
ニ
ス
（
個
人
）、
卓
球
（
男
子
団
体
）、

剣
道
（
個
人
）、
弓
道
（
男
子
団
体
、
男
女
個
人
）
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
文
化
部
で
も
棋
道
、
放
送
が
県

大
会
に
進
み
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
も
公
演
で
大
い
に

力
を
発
揮
し
た
。

　

い
ず
れ
の
部
に
お
い
て
も
文
武
両
道
の
名
に
恥
じ

な
い
成
果
を
あ
げ
、
今
後
も
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

で
き
よ
う
。

山
岳
部
、輝
く
県
総
体
三
連
覇

　
卓
球
部
も
全
国
へ

山
岳
部
顧
問　

松
田　

望

　

今
年
の
夏
山
合
宿
は
、
荒あ

ら
か
わ
さ
ん
ざ
ん

川
三
山
、
赤あ

か
い
し石
、
聖ひ

じ
り

、

上か
み
こ
う
ち

河
内
岳
を
五
泊
六
日
で
縦
走
す
る
充
実
し
た
山
行

に
な
り
ま
し
た
。
県
三
連
覇
を
達
成
し
た
過
程
で
培

わ
れ
た
体
力
、
技
術
、
精
神
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

立
案
し
、
踏
破
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
結
果
は
十
二
位
、
上
位
入
賞
を
め
ざ

し
て
鍛
錬
し
て
い
た
だ
け
に
、
生
徒
達
は
く
や
し
い

思
い
が
当
然
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
常
に
昨
年

度
全
国
優
勝
校
と
い
う
目
で
周
囲
か
ら
見
ら
れ
る
中
、

辛
抱
強
く
よ
く
や
っ
た
と
私
は
ほ
め
て
や
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
部
誌
に
記
さ
れ
た
三
年
生
の
言
葉
に
も
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
の
道
の
り
が
い
か
に
険
し
か
っ

た
か
、
伺
え
ま
す
。

◇
県
予
選
直
前
、
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー

　

こ
の
二
ヶ
月
間
を
僕
な
り
に
全
力
で
や
っ
て
き
た
。

毎
週
山
に
行
っ
て
き
た
。
山
で
苦
し
ん
で
き
た
。
山

を
楽
し
ん
で
き
た
。
高
校
に
入
学
し
て
二
年
二
ヶ
月
、

色
々
な
経
験
し
て
き
た
。
色
々
な
思
い
が
つ
ま
っ
て

い
る
。
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
県
大
会
に
臨
む
。
過

信
は
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
勝
つ
。

◇
全
国
大
会
直
後
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　

僕
の
高
校
時
代
＝
山
岳
部
と
表
わ
せ
る
ぐ
ら
い
山

岳
部
で
の
思
い
出
、
経
験
が
深
い
。
大
学
に
入
っ
て

か
ら
も
登
山
を
続
け
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

で
も
い
つ
か
、
山
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
き
っ
と
あ

る
だ
ろ
う
。

卓
　
球
　
部

部
長
二
年　

磯
部　

文
昭

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
中
部
地
区
予
選
で
は
順
調
に
勝
ち

進
み
、
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
と
き
は
ま
だ
全
国
の
こ
と
な
ど
は
頭
に
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
県
で
は
勝
っ
て
い
く
自
信
が
な
く
ベ
ス

ト
32
に
入
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
県
大
会
前
は
体
調
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

県
大
会
当
日
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
も
い
つ
も
通
り

の
試
合
が
で
き
、
普
段
よ
り
も
集
中
で
き
ま
し
た
。

運
も
味
方
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
は
初
め
て
な
の
で
と
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
観
客
の
数
が
座
席
数
よ
り

は
る
か
に
多
く
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
試

合
を
す
る
と
思
う
と
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
初
戦

は
島
根
の
４
位
で
し
た
。
全
国
大
会
で
は
弱
い
選
手

は
１
人
も
い
な
い
の
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
セ
ッ
ト
目
は
何
も
動
け
ず
に
あ
っ
さ
り
と
取
ら
れ

ま
し
た
。
２
セ
ッ
ト
目
は
相
手
の
ミ
ス
が
あ
っ
た
け

れ
ど
も
９
︱
11
で
取
ら
れ
そ
の
ま
ま
３
セ
ッ
ト
目
も

取
ら
れ
０
︱
３
で
敗
れ
る
と
い
う
結
果
で
終
わ
り
ま

し
た
。
自
分
の
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
ず
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
応
援
し
て
く
れ
た
人
達
に

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。

　

強
い
選
手
達
の
プ
レ
ー
を
見
て
い
い
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

　

監
督　

服
部　

康
雄

　

体
育
大
会
を
間
近
に
控
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
伝

統
あ
る
高
校
生
体
操
・
柔
道
体
操
に
熱
心
に
取
り
組

む
生
徒
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
４
月
に
19
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
合
計
64
名
の
大
所
帯
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
き
り
ま
し
た
。
東
海
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
で
は
主

力
の
ケ
ガ
や
ゲ
ー
ム
を
支
配
し
つ
つ
も
勝
ち
き
れ
な

い
弱
さ
を
露
呈
し
連
敗
。
と
に
か
く
顔
を
上
げ
前
向

き
に
と
激
励
し
な
が
ら
、
若
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
力
を

登
用
し
流
れ
を
変
え
よ
う
と
試
み
る
が
、
結
局
狂
っ

た
歯
車
を
元
に
戻
す
こ
と
が
出
来
ず
開
幕
４
連
敗
と

最
悪
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
続
く

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
２
回
戦
で
昨
年
選
手
権
決
勝
を

戦
っ
た
常
葉
橘
。
一
進
一
退
の
ゲ
ー
ム
。
Ｐ
Ｋ
戦
で

２
度
の
勝
機
を
逃
し
10
人
目
で
敗
退
。
昨
年
度
ま
で

の
財
産
を
全
て
失
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。
上
級
生

に
全
国
経
験
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
き
れ
な
い
歯
が
ゆ
さ
…
…
。
残
す
大
会

は
選
手
権
の
み
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
夏
は
例
年
以
上

に
遠
征
・
合
宿
を
実
施
し
ま
し
た
。
ひ
と
回
り
大
き

く
な
っ
た
チ
ー
ム
を
ぜ
ひ
皆
様
に
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
一
戦
一
戦
挑
戦
者
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
戦
う
決
意
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
国

立
で
現
役
、
Ｏ
Ｂ
が
一
体
と
な
り
肩
を
組
み
「
あ
あ

東
海
の
空
遠
く
…
」
の
校
歌
を
歌
う
こ
と
を
目
標
に
、

今
後
と
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
校
の
近
況
報
告

全
国
高
校
総
体

戦
績
報
告

支
部
活
動
報
告

同
期
会
報
告

●
関
東
地
区　
　
　
　
　

久
永　

正
夫
（
28
回
）

　

今
年
度
は
関
東
地
区
同
窓
会
の
開
催
予
定
は
な
い
。

従
っ
て
、
同
窓
会
と
し
て
の
顕
著
な
活
動
は
特
に
な

い
が
、
お
正
月
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
の
際
に
は
各
試

合
と
も
寒
さ
の
中
を
か
な
り
の
数
の
関
東
同
窓
会
員

が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
母
校
の
試
合
の
成
り
行
き
に

一
喜
一
憂
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
母
校
野
球
部
の
関
東
遠
征
の
際
に
も
昨
年
同
様
十

数
名
の
有
志
が
応
援
に
行
き
、
試
合
を
観
戦
し
て
部

員
を
激
励
し
た
。
次
回
の
関
東
地
区
同
窓
会
は
来
年

七
月
九
日
の
日
曜
日
に
、
昨
年
同
様
高
輪
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。
従
来
、
七
月
の
第
二
土
曜
日

に
開
催
し
て
い
た
が
、
日
曜
開
催
の
希
望
も
あ
る
の

で
、
次
回
は
試
み
に
日
曜
日
に
開
催
す
る
。
時
間
も

従
来
と
変
え
て
12
時
30
分
〜
15
時
と
す
る
。
昨
年
の

「
千
南
原
」
に
も
記
し
た
が
、
次
回
の
開
催
通
知
は
前

回
開
催
通
知
に
返
信
の
あ
っ
た
会
員
に
の
み
送
付
す

る
予
定
で
あ
る
。
前
回
返
信
し
な
か
っ
た
が
次
回
出

席
を
希
望
す
る
会
員
は
事
務
局
（
38
回
生
、
簗
瀬
治

子
さ
ん
、
〒
２
４
５
︱
０
０
１
６
横
浜
市
泉
区
和
泉

町
５
０
２
︱
１
０
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
５
（
８
０
１
）

５
３
１
７
）
ま
で
連
絡
し
て
頂
き
た
い
。
な
お
、
前

回
の
返
信
葉
書
を
基
に
簗
瀬
さ
ん
が
関
東
地
区
同
窓

会
員
名
簿
を
修
正
し
、
本
部
へ
も
資
料
と
し
て
送
付

し
た
。

●
中
京
支
部
（
藤
愛
会
）

鈴
木　

秀
明
（
28
回
）

　

昭
和
60
年
頃
、
31
年
卒
の
横
山
さ
ん
の
音
頭
に
よ

る
会
合
が
や
が
て
「
藤
愛
会
」
と
命
名
さ
れ
て
毎
年

行
な
わ
れ
、
平
成
10
年
の
13
回
目
で
発
展
的
に
解
消

さ
れ
、
平
成
12
年
よ
り
隔
年
開
催
の
中
京
支
部
総
会

と
な
り
、
初
代
支
部
長
に
31
年
卒
の
杉
原
さ
ん
、
平

成
14
年
に
31
年
卒
の
筆
者
（
鈴
木
）
が
会
長
に
就
任

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、「
藤
愛
会
」は「
藤

高
を
愛
す
る
会
」「
藤
高
・
愛
知
の
会
」
に
通
じ
現
在

で
も
総
会
の
愛
称
と
し
て
使
っ
て
お
り
ま
す
。
中
京

支
部
会
員
は
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
の
三
県
に
在
住

の
同
窓
生
で
、
幹
事
役
を
横
山
さ
ん
か
ら
引
き
継
い

だ
33
年
卒
の
久
保
田
さ
ん
が
苦
労
し
て
作
成
し
た

３
２
７
名
の
会
員
名
簿
を
基
に
総
会
出
席
の
呼
び
か

け
や
寄
付
金
依
頼
等
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
総
会

は
、
２
０
０
０
年
８
月
（
29
名
）、
２
０
０
２
年
７
月

（
30
名
）、
２
０
０
４
年
８
月
（
31
名
）
の
３
回
行
な

わ
れ
、
昨
年
は
本
部
か
ら
槇
田
会
長
を
お
招
き
し
て

本
部
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
総
会
の

運
営
を
支
え
る
分
科
会
と
し
て
毎
月
、
31
年
卒
を
中

心
に
「
中
ば
し
会
」
を
開
催
し
、
不
定
期
に
ゴ
ル
フ
会
、

囲
碁
会
、
海
外
旅
行
会
（
過
去
３
回
）
を
開
催
し
て

会
員
の
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
中
京
支
部
会
員

の
皆
様
の
来
年
８
月
予
定
の
総
会
へ
の
ご
出
席
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
焼
津
支
部

　

こ
の
度
、
左
記
の
の
通
り
支
部
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。
同
窓
生
お
誘
い
の
上
、
是
非
ご

出
席
下
さ
い
。
日
頃
近
く
に
い
て
も
な
か
な
か
会
う

機
会
の
な
い
こ
の
頃
で
す
が
、
旧
交
を
温
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

＊　

一
八
年
四
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
一
時

「
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
ア
松
風
閣
」

連
絡
先
「
丸
石
㈱
」
０
５
４
︱
６
６
２
︱
１
２
１
１
大
石

　（
皆
様
に
は
、詳
細
は
別
途
連
絡
を
致
し
ま
す
。）

●
34
回
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　
　

川
西　

肇

三
十
四
回
生
学
年
会
開
催
さ
る

　

平
成
十
七
年
八
月
十
四
日
、
第
四
回
学
年
会
が
藤

枝
エ
ミ
ナ
ー
ス
を
会
場
に
開
か
れ
た
。
お
盆
の
真
最

中
の
何
か
と
繁
忙
な
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
十
名

余
の
多
数
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
。
恩
師
の
鵜
殿
和

産
先
生
、
松
村
八
十
治
先
生
を
お
迎
え
し
、
両
師
の

近
況
報
告
を
交
え
た
楽
し
い
ご
挨
拶
に
、
会
場
の
雰

囲
気
は
高
ま
っ
た
。
同
年
生
物
故
者
の
冥
福
を
祈
っ

て
黙

を
捧
げ
た
後
、
一
同
再
会
の
喜
び
を
爆
発
さ

せ
る
か
の
よ
う
に
乾
杯
し
開
宴
。
お
い
し
い
酒
を
飲

み
乍
ら
、
大
い
に
話
に
花
が
咲
い
た
。
ま
も
な
く
、

な
つ
か
し
い
高
校
生
活
の
様
子
が
放
映
さ
れ
る
と
歓

声
が
上
が
り
、
続
い
て
数
人
が
高
校
時
代
の
思
い
出

を
披
露
す
る
頃
に
は
、
会
場
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化

し
、
歌
な
ど
も
次
々
に
飛
び
出
し
た
。
最
後
は
、
校

歌
応
援
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
参
加
者
全
員
友
情

を
一
層
深
め
合
い
、
次
回
の
再
会
を
約
し
て
、
惜
し

み
つ
つ
会
場
を
後
に
し
た
。

●
41
回
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
言　

庸
夫　

　

第
41
回
卒
業
生
の
同
期
会
が
昨
年
11
月
27
日
、
島

田
の
大
井
神
社
、
宮
美
殿
で
開
か
れ
た
。
卒
業
後
36

年
を
経
て
、
故
郷
で
の
同
期
会
も
３
回
目
。
今
回
の

発
起
人
は
鈴
木
國
近
君
と
松
永
哲
雄
君
。
と
も
に
、

以
前
御
子
息
が
東
高
に
在
学
し
た
際
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
大
役
を
務
め
、
そ
の
縁
も
あ
っ
て
同
じ
41
回
生
で

現
在
、
東
高
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
３
人
の
先
生
方

も
加
わ
っ
て
の
強
力
布
陣
！　

準
備
は
万
端
で
、
出

席
者
名
簿
が
受
け
付
け
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
、

「
あ
っ
、
あ
い
つ
が
来
て
い
る
」「
あ
の
人
と
は
卒
業

以
来
だ
な
あ
」
と
、
互
い
に
席
を
立
っ
て
は
旧
交
を

温
め
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
途
中
、
一
人
一
人
が
舞

台
に
立
っ
て
近
況
報
告
も
し
、
青
春
時
代
と
同
じ
テ

ン
シ
ョ
ン
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
を
し
た
同
期
生

は
、
会
場
か
ら
ヤ
ン
ヤ
の
大
喝
采
を
浴
び
て
い
た
。

ま
た
、前
日
、焼
津
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
「
藤

枝
東
高
80
周
年
記
念
式
典
」
の
報
告
も
あ
り
、
一
同

で
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ
た
。
こ
の
日
は
各
ク

ラ
ス
の
幹
事
も
決
ま
り
、
次
回
は
４
年
後
「
還
暦
を

目
前
に
再
会
」
を
誓
い
合
い
散
会
と
な
っ
た
。

●
浜
松
支
部　
　
　
　
　

大
塚　

義
郎
（
34
回
）

　

今
秋
で
藤
遠
会
（
と
う
と
お
か
い
）
藤
枝
東
高
校
・

遠
江
地
区
同
窓
会
の
会
合
は
第
三
十
二
回
目
を
迎
え

ま
す
。
今
年
度
は
十
月
十
日
（
月
）
十
九
時
よ
り
名

鉄
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
致
し
ま
す
。
藤
遠
会

は
昨
年
九
月
の
会
合
で
「
浜
松
支
部
」
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
も
藤
遠
会
の
愛
称
が

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
浜
松
支
部

は
掛
川
以
西
の
県
内
在
住
者
、
ま
た
は
遠
江
に
縁
り

の
あ
る
有
志
者
を
以
っ
て
年
一
回
の
親
睦
の
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
同
年
生
、
同
世
代
の
お
付
き
合
い
だ

け
で
な
く
、
世
代
を
越
え
た
先
輩
後
輩
が
縦
の
お
付

き
合
い
、
交
流
の
場
と
し
て
大
勢
の
方
々
に
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
気
軽
に
ご
出
席
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
同
窓
会
報
を
御
覧
に
な
っ
て

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
左
記
宛
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

西
遠
製
菓
（
株
）

　
　
　

０
５
３
︱
５
４
２
︱
０
３
０
１　

大
塚

●
金
谷
・
三
川
根
支
部　
　
　
　
　

髙
木
孝
祐
（
35
回
）

　

当
支
部
は
、
昨
年
の
支
部
編
成
替
え
に
伴
い
新
た

に
発
足
し
、
昨
年
度
は
、
手
初
め
に
支
部
内
に
在
住

し
て
い
る
同
窓
生
の
名
簿
を
つ
く
り
配
付
し
、
同
窓

生
相
互
の
連
係
・
連
帯
に
役
立
つ
事
を
主
眼
と
し
た

支
部
活
動
を
行
っ
た
。

　

現
在
の
活
動
と
し
て
は
全
体
会
（
呼
称
未
定
）
の

開
催
（
平
成
十
八
年
度
以
降
）
に
向
け
て
巾
広
い
年

令
層
へ
の
呼
び
掛
け
等
の
地
道
な
活
動
を
主
に
行
う

と
共
に
本
部
と
連
係
を
計
り
回
別
役
員
の
強
化
に
協

力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
当
支
部
（
金
谷
）

出
身
の
川
合
正
矩
君
（
35
回
）
が
日
本
通
運
株
式
会

社
の
社
長
就
任
と
い
う
「
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
が
４

月
に
飛
び
込
ん
で
来
て
、
当
支
部
の
み
な
ら
ず
同
窓

生
・
在
校
生
に
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
事
は
大
変
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。

平成 16 年度　決算報告
収入総額 21,801,730 円
支出総額 　2,896,827 円
差引金額　 18,904,903 円

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　△は減　単位：円

支出の部　

科　目
繰越金
会　費
雑収入
合　計

科　目
会 議 費
事 務 費

　事務局費
　旅費
　印刷費
　通信費
　備品費
　消耗品費
事 業 費

　記念品費
　慶弔費
　会館補助費
　会館整備費
　会報発行費
　保険料
　渉外費
　80 周年記念事業支援
　  特別会計補助金
　雑　費
予 備 費
合　　　　計

16 年度予算額
18,734,697
2,840,000

303
21,575,000

16 年度予算額
400,000
630,000
50,000

100,000
30,000

100,000
300,000
50,000

2,740,000
100,000
300,000
100,000
200,000
300,000
70,000

150,000
1,100,000

320,000
100,000

17,805,000
21,575,000

16 年度決算額
438,071
410,890

0
79,000
14,700
67,190

250,000
0

1,867,866
67,980

136,168
100,000

0
0

57,820
45,439

1,121,489
320,000
18,970

180,000
2,896,827

増　減
38,071

△ 219,110
△ 50,000
△ 21,000
△ 15,300
△ 32,810
△ 50,000
△ 50,000

△ 872,134
△ 32,020

△ 163,832
0

△ 200,000
△ 300,000
△ 12,180

△ 104,561
21,489

0
△ 81,030

△17,625,000
△18,678,173

摘　要
本部役員会、総会、委員会

各種会合への旅費
封筒

切手、往復葉書
事務用机等

卒業証書筒
祝電、弔電、餞別

同窓会館維持費

会館火災保険
支部への祝儀等

80 周年記念事業支援

アルバム、ホームページ維持費
貸し金庫、総体優勝祝金

16 年度決算額
18,734,697
2,790,000

277,033
21,801,730

摘　要

10,000 円×卒業生 279 名
預金利息等

増  減
0

△50,000
276,730
226,730

（
野
球
応
援
風
景
）


